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市政だより

包@@g]@
鬼は外福は内 子供だちの元気な声ガ響きます

ー人口の動き
(前月比〉

人口(男)33. 467 +140 
(女)36. 291 + 70 
(計)69. 758 +210 

世帯数 20.518 -393 
1月1日現在

(2月3日 ・常盤保育園)

包ω也免
泣き虫鬼にプンプン鬼 ゲズゲズ鬼や賂き嫌い鬼 みんな出て行つだかな

節分ガ終ると立春 外の風はまだ冷たいけれど窓から見る陽ざしlこ チヨツピリ春を感じませんか
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ヨ月
分
] 一人<dn/Jぐ

E~ÎÊ主主ヨ空耳ヨ;)

こ
の
一
票

正
し
く
生
か
し
て
伸
び
る
自
治

皮棄しましょう

長
崎
県
知
事
選
挙
の
投
票
は
、
2

月
お
巴
日
午
前
フ
時
f
}

午
後
6
時
に

行
わ
れ
ま
す
。

今
後
4
年
問
、
わ
た
し
た
ち
の
畏

崎
県
政
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
、
大
切

な
選
挙
で
す
。
一
人
も
れ
な
く
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
投
票
開
始
の
午
前
ア
時
に

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

大
切
な
投

票

所

入

場

券

投
票
所
入
場
券
は
、

2
月
6
日
に

発
送
し
て
い
ま
す
。
万
一
、
届
い
て

な
い
人
は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
も
投
票

貴重な一票を大切に

で
き
ま
す
。
当
日
、
投
票
所
の
係
員

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い。

投
票
用
紙
に
は

正

し

く

は

っ

き

り

と

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
無
効
と

判
定
さ
れ
て
は
、
が
っ
か
り
で
す
ね
。

無
効
投
票
で
は
、
投
票
し
な
か
っ
た

の
と
同
じ
結
果
に
な
り
ま
す
。

貴
重
な

一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い
た

め
に
、
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の
氏

各
、
か
ゆ
吾
、
壬
レ
ノい
ゆ
へ
f
-
F
h
ノと
書

き
ま
し
ょ
う
。

代
理
投
票
お
よ
び

点
字
投
票
も
で
き
ま
す

身
体
の
障
害
や
文
盲
な
ど
の
た
め
、

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
く

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
代
理
投
票

(
投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代
っ

て
書
く
こ
と
)
が
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
視
力
に
障
害
が
あ
る
人
で

点
字
投
票
を
す
る
人
も
、
投
票
所
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

不

在

者

投

票

の

利

用

を

投
票
日
に
、
仕
事
な
ど
や
む
を
え

な
い
理
由
の
た
め
に
投
票
で
き
な
い

人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

2
月
幻
日
∞
ま
で

※
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。

時
間

午
前
8
時
初
分
i
午
後
5
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所
別
館
1
階
)

間

A. 
ロ

lま

せ

し、

わ

選
挙
関
係
の
お
尋
ね
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
へ
。

宮

③
4
1
1
1
(市
役
所
)

②
4
8
8
2
(直
通

)

一
票
一
午
後

7
時
初
分
か
ら

一

開

一

市

民

体

育

館

で

選
挙
の
開
票
は
、
当
日
午
後
7
時

初
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

自
由
に
参
観
で
き
ま
す
。
w
d
a
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下水道 (工事中ご迷惑をおかけしますが、ご協力 ください)心で伸ばす※ふれあいの
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大
村
申
学
校
の

校
章
が
決
ま
り
ま
し
た

G
G
G
 

申
告
を
お
忘
れ
な
く

む

申
告
期
限
・

3
月
何
回
出

お

贈
与
税
が
か
か
る
場
合

①
個
人
か
ら
財
産
の
贈
与
を
受
け
た

〉
)
K
4c

。

②
個
人
か
ら
著
し
く
低
い
価
額
で
財

産
を
譲
り
受
け
た
場
合
や
、
債
務

を
免
除
し
て
も
ら
っ
た
り
、
肩
代

り
し
て
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
経
済

的
利
益
を
受
け
た
と
き
。
，

③
親
子
や
夫
婦
な
ど
特
別
な
関
係
に

あ
る
人
と
の
金
銭
の
貸
借
に
お
い

お市政だより(3) 

4
月
1
日
、
待
望
の

大
村
中
学
校
が
赤
佐
古

町
に
開
校
し
ま
す
。

開
校
に
伴
い
、
校
章

が
決
定
し
ま
し
た
。

校
章
は
、
玖
島
中
全

生
徒
、
玖
島
中
P
T
A
、

大
村
中
校
区
P
T
A
に

広
く
公
募
し
た
結
果
、

約
1
1
0
0
点
の
応
募

が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら

玖
島
中
3
年
生
の
中
村

て
、
そ
の
返
済
方
法
が
「
あ
る
時

払
い
の
催
促
な
し
」
と
か

「出
世

払
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
形
式
的

に
は
金
銭
の
貸
借
に
な
っ
て
い
て

も
、
実
質
的
に
は
贈
与
と
認
め
ら

れ
る
も
の
。

問
い
合
わ
せ
先

諌
早
税
務
署
(
宮
諌
早
②
1
3
7

0
)
 

尚
裕
君
の
作
品
が
選
ば
れ
、
制
定
委

員
会
で
一
部
修
整
し
決
定
し
た
も
の

で
す
。校
章
の
も
つ
意
味
は
、
「
中
」
を
両

手
で
支
え
る
と
と
も
に
、
三
つ
の
小

学
校
卒
去
歪
十
の
結
束
を
意
味
す
る
一
二

つ
の
角
で
「
大
」
を
表
し
、
学
問
の

シ
ン
ボ
ル
「
ぺ
ン
」
を
基
調
に
、
大

村
の
豊
か
な
風
土
「
山
」
「
川
」
-
扇
状

地
」
で
育
む
健
や
か
な
生
徒
の
成
長

を
願
っ
て
表
し
た
も
の
で
す
。

「
通
話
料
金
が
3
分
間
日
円
の
地

域
内
で
の
市
外
通
話
が
市
内
局
番
を

ダ
イ
ヤ
ル
せ
ず
に
通
話
で
き
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
に
応
え

て、

3
月
4
日
か
ら
、
諌
早
市
な
ど 局7匁局'IIt<o0957/2統一

新しい市外局番・市内局番

新しい電話番号 現在の電話番号

市外局番 市内局番 お客様番号 市外局番 市内局番お客様番号

大村市 o 9 5 7 52~55 x x x x 09575 2~5 x x x x 

諌早市 0957 22~26、 28 x x x x 09572 2-6、8 x x x x 

東彼杵町 0957 46~47 x x x x 09574 5~7 x x x x 

*ただし、 5局の1000番 (干綿地域)に限り 、市内局番だけ
を7局に変更します。

小長井町 o 9 5 7 34 x x x x 095734 x x x x 

湯江町 0957 32 x x x x 095732 x x x x 

多良見町 095 7 43、44 x x x x 09574 3、4 x x x x 

飯盛町 0957 48、49 x x x x 09574 8、9 x x x x 

愛森野山 町町 0957 35、36 x x x x 0957 3 5、6 x x x x 

吾妻町 0957 38 x x x x 09573 8 x x x x 

千々岩町 0957 37 x x x x 095737 x x x x 

※粉石けん 汚染なしみんなが使えば

正
し
く
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
よ
う
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

周
辺
1
市
9
町
と
の
通
話
は
、
市
外

局
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
せ
ず
に
通
話
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
外
局
番
が
0
9

5
7
に
統
一
さ
れ
、
市
内
局
番
が
そ

れ
ぞ
れ
2
桁
に
な
り
ま
す
。

大
村
市
で
は
、

2
局
が
臼
局
に
、

3
局
が
臼
局
に
、

4
局
が
弘
局
に
、

5
局
が
日
局
に
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま

す
の
で
、
市
内
通
話
を
さ
れ
る
時
は



1
月
8
日
競
艇

場
駐
車
場
で
行
わ

れ
た
消
防
出
初
式

で
、
次
の
皆
さ
ん

が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。(
敬
称
略
)

県
知
事
表
彰

(永

年
勤
続
功
労
章
)

市
長
表
彰
(
お
年

勤
続
章
)

川
村
勝
信
、
松

添
正
徳
、
坂
本

辰
雄
、
平
川
捷

洋
、
高
見
贋
治
、

福
田
安
雄

県
消
防
協
会
長
表
彰
(
初
年
撞
杭
章
)

市
長
表
彰

(
初
年
勤
続
章
)

尾
上
度
見
、
福
井
昭
俊
、
福
田
賓
、

川
田
佐
俊

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
特
別
有
功
章
)

江
口
完
十
、
三
浦
秀
雄
、
竹
田
英

雄
、
喜
野

一
正
、
三
根
増
美
、
川

瀬
和
良
、
沢
田
雅
敏
、
松
添
房
夫
、

川
添
勝
昭
、
福
田
初
美
、
渡
法
昭

義
、
福
田
安
雄
、
吉
松
徹
郎

(有
功
章
)

谷
野
泉
、
中
山
利
男
、
沖
田
博
行
、

指
方
義
信
、
古
瀬
博
樹
、
中
原
漸、

(4) b むおお山川1111川l昭和61年 2月15白 川 111川
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中
嶋
毅
弘
、

一
瀬
幸
胃
、
岩
永
昭
憲、

柳
正
弘
、
山
口
静
英
、
植
田
敏
幸
、

御
厨
幹
正
、
田
川
守
、
西
村
和
彦
、

佐
古
和
博
、
中
村
晴
人
、
岩
下
栄
、

慶
期
政
和
、
出
口
智
規
、

山
田
勉
、

長
田
俊
宣
、
南
初
吉

(
初
年
撞
杭
章
)

大
石
義
則
、
中
山
利
男
、
山
口
隆

一
郎
、
皆
山
邦
夫
、
今
田
泰
治
、

林
田
重
敏
、
西
村
和
彦
、
山
田
勉
、

長
田
俊
官
一
、
南
初
吉

(
優
良
団
員
表
彰
)

有
川
信
行
、
沖
田
盛
広
、
雪
山
孝
、

川
津
広
昭
、
一
瀬
修

市
長
表
彰

(
お
年
勤
続
章
)

渡
海
博
、
福
江
守
、
井
上
信
義

(
日
年
勤
続
章
)

今
村
勝
敏
、
井
石
茂
勝
、
沖
田
博

行、

指
万
義
信
、
古
瀬
博
樹
、

中

原
漸
、
松
尾
正
人
、
井
手
末
広
、

西
村
康
男
、
開
正
則
、
松
内
輝
義
、

田
添
利
弘
、
柳
正
広
、
桜
田
繁
信
、

林
田
茂
春
、
児
玉
賢
治
、
池
水
重

治
、
田
川
澄
博
、
福
田
一
郎
、
浦

山
初
夫
、
音
琴
健
治
、
音
琴
宏
之
、

山
石
永
久
之
、
高
瀬
喜
博
、
永
野
喜

(無
火
災
分
団
表
彰
)

第
9
分
団
、
第
叩
分
団
、
第
ロ
分

団
、
第
日
分
団
、
第
日
分
団

(一

般
協
力
者
表
彰
)

第
日
分
団
後
援
会
長
寺
坂
政
喜

消
防
団
長
表
彰

(
優
良
分
団
)

第
9
分
団
、
第
日
分
団
、

第
日
分

団(優
良
団
員
)

松
竹
昭
治
、
岩
永
政
敏
、
有
川
信

行
、
市
川
寿
則
、
野
田
義
則
、
山

口
政
則
、
三
宅
正
幸
、
田
中
研
太

郎
、
沖
田
盛
広
、
雪
山
孝
、

川
津

広
昭
、
一
瀬
修
、
入
江
政
美
、
山

下
祐
市
、

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状

西
川
美
夫
、
中
山
丑
美
、
田
中
昇
、

田
中
英
信
、
松
田
鉄
男
、
南
善
継
、

森
武
満
、
田
崎
£
貝
、
溝
口
禎
治
、

坂
本
克
郎
、
福
田
昭
義
、
尾
崎
積
、

岩
本
勲
、
(
故
)
寺
杢
友
、
野
口
静
雄
、

栗
山
亀
久
寿
、
井
手
末
慶
、
(故
)
酒

井
正
二
、
神
野
誠
志
、
俵
崎
満
徳
、

原
孝
夫
、
水
頭
俊
雄
、
神
原
貞
夫
、

山
下
隆
男
、
一
炉
本
昭
男
、
野
口
作

治
、
横
山
文
男
、
野
田
徳
男
、
南

武
敏
、
村
岡
贋
嗣
、
岩
本
昭
、
福

田
勲
、
中
里
強
、
塩
谷
基
記
、
池

田
春
好
、
福
田
勇
、
藤
本
強
、
中

村
幸
一
、
平
野
光
義
、
宮
崎
麿
一
、

上
野
秀
夫
、
福
田
優
博
、
湯
田
信

義
、
雄
鹿
健
次
、
辻
弘
道
、
坂
本

茂
、
太
田
稔
、
吉
田
茂
満
、
石
津

巳
県
匝
同

(2月28日まで、提出先:管財課監理係)

今九

3

曹
の
火
災
予
防
運
動

f

U

2

月
n
E
1
5
月
間
日

B
H火
の
用
山

UH七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

-
L
J

①
寝
芝
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
搭
て
を
し
な
い

F
h
U

②
子
供
を
¥
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

八日
ど

③
風
の
強
い
と
き
は
¥
だ
き
火
を
し
な
い

b
J
④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

江

ww
⑤
家
の
ま
わ
り
に
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

h
a
⑤
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い

判
俗
、

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

司

μ
消
防
の
時
間
を
設
定

円
パ

期
間
中
¥
自
目
、
午
後
8
時
を

「消
防
の
時
間
」
と
定

コ
包

め
¥
サ
イ
レ
ン
を
守
分
間
、
鳴
ら
し
ま
す
。

h
M

ま
芝
、
2
月
白
日
間
午
前
8
時
に
¥
消
防
演
習
召
集
サ

rw
t

イ
レ
ン
(
何
秒

1
6
秒
休
正

1
日
秒
)
を
鳴
ら
し
ま
す
。

』

k
h
防
火
に
関
す
る

h
、'

J
}

ご
相
談
は

吊
出

刊
川、

防
火
座
談
会
や

h
u
nu
映
写
会
な
ど
、
防

ぱ

i
火
に
関
す
る
ご
相

船
、

談
は
¥
宮
②
4
Al

司
J

3
8
へ
お
気
軽
に

円
hu

ど
う
ぞ
。

※委託業務関係指名願申請受付中
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久
原

一
T

V
彰

目
の
外
浦
小

表

路
子
ど
も
会

A

去

(
会
長

・
井

。ロ

子
正
彦
君
、

連

犯
人
)
が
、

A

釜

本
年
度
の
全

も

因
子
ど
も
会

ど

連
ム
昼
表
彰

子

を
受
け
ま
し

固

た
。

全

本
年
度
の

の

受
賞
は
、
九

れ

州
で
3
団
体
、

晴

長
崎
県
で
は

同
子
ど
も
会

だ
け
で
、
今

月
2
日
、
西
彼
長
与
町
で
聞
か
れ
た
、

県
子
ど
も
会
指
導
者
研
修
会
の
席
上
、

伝
達
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
子
ど
も
会
は
、
小
規
模
な
子
ど

も
会
で
す
が
、
子
供
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
も
取
り
入
れ
、
毎
年
、
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化

・
奉
仕
な
ど
活
発
な
活
動
を

続
け
て
お
り
、
会
員
の
参
/
加
も
、
毎

回
1
0
0
%近
く
存
』
誇
つ
で
い
ま
す
。

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
大
村

湾
内
の
無
人
島
に
子
供
た
ち
は
、
米

と
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
を
持
参
、
お
か

ず
は
海
藻
類
を
採
っ
て
食
べ
る
と
い

う
、
食
べ
も
の
の
大
切
さ
を
肌
で
感

じ
る
、
自
給
自
足
体
験
キ
ャ
ン
プ
で

す
。ま
た
、
夏
体
み
に
は
ラ
ジ
オ
体
操

で
老
人
会
と
交
流
し
た
り
し
で
お
り
、

おめでとう

こ
れ
が
敬
老
の

日
の
行
事
や
年

末
の
も
ち
つ
き

慰
問
な
ど
に
つ

な
が
っ
て
い
ま

す。
育
成
会
長
の

三
根
三
信
さ
ん

は
「
今
回
の
受

賞
は
大
変
p

つ
れ

し
い
。
こ
れ
か

ら
も
、
人
間
性

豊
か
な
子
供
を

育
て
る
た
め
、

育
成
会
の
全
員

、
が
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

e品象 : 

コ:.~ I! I，'Jぺな例;ヘ
、f.d・鹿 島 #/':y'.....

壁画コンクールに参加し、日頃の活動を

キャンパスに描〈外浦小路子ども会の会員たち

人
権
に
関
す
る
相
談
は

人

権

擁

護

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
岩
永
宏
さ
ん

二
ノ
郷
・
8
⑤
ワ
4
5
1
)

委

員
J¥ 

昨
年
ロ
月
日
日
付
で
、
新
し
い
人

権
擁
護
委
員
に
、
岩
永
宏
さ
ん
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
人
は
、
人

権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
、
い
つ
で
も

相
談
で
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
で
の
人
権
相
談
日

は
、
毎
月
第
1
木
曜
日
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

石
橋
正
夫
さ
ん

久
原

一
丁
目

合
③
6
0
9
4

錦
戸
貞
子
さ
ん

木
場
一
丁
目

告
③
0
1
9
7

山
川
澄
哉
さ
ん

杭
出
津
二
丁
目

合
④
2
8
6
0

の
皆
さ
ん
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

小
路
口
第
一
踏
切
、が

自
動
化
さ
れ
ま
す

(3
月
5
日
よ
り
)

竹
松
駅
構
内
の
小
路
口
第
一
踏
切

(竹
松
ア
パ
ー
ト
手
前
踏
切
)
が
3

月
5
日
よ
り
自
動
化
さ
れ
ま
す
。

踏
切
事
故
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。認崎健桃

の
花
と
い
え
ば
、
ま
ず
連
想

ひか。

す
る
の
が
雛
祭
り
で
す
ね
。

で
は
、
桃
の
花
は
い
つ
咲
く
の

で
し
ょ
う
。

桃
の
花
が
開
く
の
は
4
月
で
、

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
土
地
で
桜
と

前
後
し
て
咲
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

旧
暦
の
雛
祭
り
の
頃
、
咲
く
わ
け

で
雛
祭
り
の
こ
と
を
h

桃
の
節
句
H

と
も
い
う
訳
で
す
。

日
本
で
は
、

『花
』
と
い
え
ば
桜

が
代
表
的
で
す
が
、
中
国
で
は
、

『花
』
と
い
う
と
、
桃
か
ぼ
た
ん
を

指
す
そ
う
で
す
。
中
国
で
美
し
い

と
う
り

装
い
を
H

桃
李
の
装
ゲ
と
い
っ

た
り
、
平
和
な
別
天
地
を
H

桃
源

郷
山
と
い
っ
た
り
す
る
の
も
、
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
で
す
c

日
本
で
も
、
岡
山
県
で
は
桃
の

花
を
県
の
花
に
し
で
い
ま
す
し
、

邸

@

侶

」わ-ト|

←竹松駅

岱③9658(いつでも受け付けます、慈恵荘)

桃
の
花
の
中
を
走
る
山
梨
県
の
桃

源
郷
マ
ラ
ソ
ン
は
全
国
的
に
有
名

で
す
。
ま
た
、
各
地
で
桃
の
花
見

が
話
題
に
な
る
な
ど
、
桃
の
花
の

人
気
は
上
昇
中
の
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
3
月
3
日
は

『耳

の
日
』
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
日

が
耳
の
日
と
決
め
ら
れ
た
の
は
、

3
3
が
み
み
と
読
め
る
こ
と
、
ま

た
数
字
の
3
が
耳
の
形
に
似
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
目
、
が
、

ろ・
7
あ

聾
唖
研
究
に
尽
く
し
た
グ
ラ
ハ
ム

.
ベ
ル
の
誕
生
日
で
も
あ
る
た
め

で
す
。

※ボケ老人介護相談電話室
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§ 国 @ 臼 自 w Gク 2クg C二コ
16日 当番医

(日)I (内・小)寺井医院玖島郷 宮②3574 (日) (内・胃)藤井内科医院東本町 宮②3878 
(皮・泌)黒木泌尿器科医院 西大村本町宮④0211 (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町宮②4おO

3日 安産教室 市役所健康相談室 9:00~11 :30 
17日 成人の健康相談 竹松出張所 13: 30~ 15:00 

(月) (@ 9:30まで) ⑮母子健康手帳、 ズボン
(月) @j)血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定

一般健康相談市役所健康相談室 13:00~16:00
⑮みそ汁(汁のみ少々)

ゆ血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定

⑮みそ汁(汁のみ少々) 18日 乳幼児健康相談 鈴田出張所

4日 乳幼児発達健診 保健所 ⑨ 9:30~10:00 伏) ⑨ 9:30~11 :00 ⑩乳幼児

伏) ⑩乳幼児の身体発育面、精神発達面に不安を持 19日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00~16:00 

つでいる人 (水) @j)入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか

乳幼児健康相談 福重出張所 20日 機能訓練根気の会 福祉セ ンター 13:30~ 15: 30 
⑨13: 30~ 15: 00 ⑪乳幼児 (木) ゆ個別相談、体力測定

5日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : 00 ~ 16 : 00 
成人の健康相談 福祉センタ- 13:00~ 15:00 

(水) ゅはじめて母親となる心得、 妊娠中の保健ほか
J1)@j)・・・7日(釦と同じ

機能訓練根気の会 福祉センタ - 13:30~15:30 6日
21日 当番医

(木) @j)ピーチバレー

7日 1歳6か月児健康診査 (金・察) (内・小)与那城医院 池田新町 宮③5575 

(劃 コミュニティセンター ⑨13: OO~ 13: 30 (産)大村中央産婦人科医院水主町2丁目 2②3850

⑩昭和59年8月 生 まれ (59年3 月 ~7月生まれで、 23日 当番医

ま疋、受けていない人も受診しでください) (日) (産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町宮⑤8355

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ (耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮⑤0648
成人の健康相談 福祉センター 13:00~15 : 00 24日 乳幼児健康相談 三浦出張所
⑩40歳以上(主婦・自営業者など)@j)血圧測定ほか

(月) ⑧ 9:30~11 :00 ⑩乳幼児
9日 当番医

26日 妊婦教室(4) 中地区公民館 13:00~16:0(J 
(日) (内・小)長崎医院 寿古郷 E⑤8615 

(水) @j)乳幼児の環境と性格、家族計画
(整)橋口整形外科医院竹松本町 宮⑤87 3 9 

1歳6か月児健康診査11日 育児相談 保健所 ⑨ 9:30~ 1O :00 28日

仇) ⑩育児に不安を持っている人 (封 コミュニテ ィセンタ ー ⑧13:00~ 13:30 

1歳6か月児健康診査 ⑪⑮ … 7日(釦と同じ

コミュニティセンタ ー ⑤13: OO~ 13: 30 30日 当番医
⑩⑮ … 7日(釦と同じ (日) (小)田川小児科医院東本町 宮②4000 

12日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00 ~ 16 : 00 (内・外)渡辺医院 一ノ郷 宮⑤8275 
休) ゆ妊娠中の栄養、お産について、妊婦体操ほか

略号の説明
13日 3歳児健康診査 コミュニァィセンター

⑮・・・対象となる人 ⑨…受付

宅金
(木) ⑧ 9:30~ 1O : 00 、 13:00~ 13:30

⑮…持ってくるもの @…内容
⑩昭和57年9月生まれ (57年3月 ~8月 生 まれでに

まだ受けていない人も受診しでく ださ い) 当番医の診療時間

⑮母子健康手帳、問診票 9:00~ 18 : 00 

b むおおl川

健
康
教
育
講
演
会

期
日

2
月
初
日
附

場

所

市

農
協
福
重
支
所

講
演

時

間

午

後

1
時
却
分

演
題

老

年

者

の
栄
養
に
つ
い
て

講
師

長
崎
医
院
長
崎
省
吾
先
生

健
康
担
談

〈市
保
健
婦
〉

時

間

午

後

3
時

合③4070(月曜日~土曜日、午前10時~午後5時、諏訪保育園)

社
協
だ
よ
り
の

記

事

を

訂

正

1
月
日
日
発
行
の
H

社
協
だ
よ
り
H

の
中
で
、
機
能
訓
練
・
根
気
の
会
の

開
催
日
時
を
、
毎
月
第
1
・
3
水
曜

日
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
毎
月
第
1

・
3
木
曜
日
の
誤
り
で
す
。
お
わ
び

し
で
訂
正
し
ま
す
。

※子育て電話相談室

a
 

nu

お

⑭

別

問

団
州
諸

a
v
Q山
棚

こ
の
ζ
組
月
間
2
銑
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三ヌ

風

M~
闘刈一

， 
むおお

べJ

給
食
お
い
し
い
ね
(
対

松
原
小
学
校
)

松
原
小
学
枝
で
は
¥
学
校
給
食
週
間
行
事
の

一
つ

と
し
て
¥
田
中
教
育
長
ら
を
招
い
て
招
待
給
食
を

開
き
ま
し
だ
。
松
の
聞
で
2
年ペ
l

組
の
兜
童
た
ち

と
一
緒
に
食
事
を
し
た
教
育
長
ら
は
¥
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
だ
。

市政だより(7) 

子供の情操教育|こ役立てて(治 市役所)

国際ソロプチミスト対立(上田英子会長〉は、 クラブ

認証を記念して市立図書館に児童図書約300冊(30万

円相当〉を寄贈。図書館では¥国際ソロプチミスト大

村文庫として活用します。 同クラブは今後も¥図書

贈呈事業を続けることにしており 「子供だちの情操

教育に少しでも役立ちだい」と話していましだ。

~ð16futJ/3 つ飛ばせ
市内の小学校では¥耐寒訓練のマラソン大会ガ開

かれ¥児童だちは寒さに負けず頑張っていましだ。

ミ
トヂ

率 一ふ ーん 全 …
新しい大村の叡“おおむら旅情"ガできる(%' 市

役所)

おおむら音頭の作詞・作曲コンビの、吉野たか夫作詞、
水谷正之作曲でおおむら旅情ガ誕生。作曲しだ水谷

さん (植松2丁目〉が市役所を訪れ、市内の福祉施

設にカセットテープ宅ブレゼ、ント。水省さんは「誰

でも歌える軽い感じの曲です。皆さんで自民ってもら

いだいですね」と話していましだ。“おおむら旅情"

の力セットテープは、森竹電器と戸オパラジオ屈で

発売されていきす。(写真は作曲の水谷さん〉一一一一砂

2月20日より受付開始(できるだけ町内会などで一括加入を)※市民交通傷害保険



(8) b むお

第
伺
回
長
崎
県

身
体
障
害
者
体
育
大
会

お
t川

出

場

者

を

募

集

日
時

5
月
お
日
側
、
午
前
9
時

初
分

種
目
・
場
所

陸
上
H
長
崎
市
営
陸
上
競
技
場

洋
弓
H
長
崎
市
民
ア
l
チ
ェ
リ

ー
場

卓
球
H

長
崎
西
高
等
学
校

水
泳
H

長
崎
市
民
総
合
プ

l
ル

盲
人
卓
球
日
長
崎
西
高
等
学
校

参
加
資
格
回
歳
以
上
で
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

申
込
期
限

2
月
初
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

旬
官
同
州
為
司
3
肉

入
所
資
格

・
母
親
が
い
つ
も
家
事
以
外
の
労
働

を
し
て
い
る
人

・
母
親
が
い
な
い
家
庭

・
母
親
が
出
産
、
壇
気
、
心
身
に
障

害
の
あ
る
人

・
母
親
が
い
つ
も
病
人
な
ど
の
正
隻
眼

に
あ
た
っ
て
い
る
と
き

・
家
庭
の
災
害
に
よ
る
と
き

あなたの心を伝えよう
「はたちの献血」キャンペーン

今年で第10回を迎える「はたちの献血Jキャ
ンペーン。(社)日本民間腕お車盟(民腕車)

主催で、はたちの人を中心に献血の輪を拡げ

るイベントです。ラジオとジョイントし、地

域社会での献血運動が1月13日から3月13日
まで繰り広げられています。

大村市献血協力会では、県血液センターと

タイアップして、毎月、市役所などで献血を

実施しています。

成人式を迎えた皆さん、あなたの若い行動

力を献血運動に生かしてみませんか。

献血は、人間のみが許された尊い大切なも

のです。

見知らぬ誰かに、あなたの心の温かさが伝

わります。

献血会場など、詳しいことは、福祉課社会

係へお尋ねください。

対
象
と
な
る
幼
児

1
歳
j
5
歳

(
ふ
る
ま
ち
保
育
園

は
3
か
月
j
3歳
未
満
、
新
城
保

育
園
は
3
か
月
j
5
歳
)

保

育

料

年
齢
別
に
よ
り
、
そ
の
世

帯
の
税
額
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た

保
育
料
を
、
毎
月
、
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
係

※
申
請
書
は
福
祉
課
ま
た
は
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
。

お
願
い
申
請
書
は
、
保
護
者
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

殉
職
商
船
船
員
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

援
護
金
が支
給
さ
れ
ま
す

金
額

1
人
月
6
0
0
0
円
(
小
学

入
学
時
に
記
念
品
代
と
し
て
3
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
)

期

間

中

学
校
卒
業
ま
で

※
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に
限
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

例
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
♀

T
m

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
4
1
5、

海
事
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
内
、

宮
東
京

m
i
0
6
6
2
)
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(毎週月・水・金曜日、午前9時~午後3時、福祉センター)来心配ごと相談日
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短
期
教
室
受
講
生
募
集

教
室
名
紙
ね
ん
ど
教
室

開
催
日
毎
週
火
曜
日

午
後
6
時
初
八
万
1
8
時

n
u
¥
7
 

q
u
ノ
y

定

員

叩

人

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

開
催
日
毎
週
金
曜
日
ま
た
は

土
曜
日

時

間

午

後

6
時
ぬ
分
1
8
時

初
分

定

員

叩

人

対
象

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た

は
勤
め
て
い
る
人
で
、
初
歳
未
満

の
勤
労
青
少
年

同
桑
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

※
申
込
時
に
、
傷
害
保
険
(
保
険

料
1
5
0
円
)
に
加
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
(
午
後
1
時

1
9
時
)

o σ@ 
FJ(i0FJ<rJC 
コミュニティセンター内 宮④3161

日時 2 月 22 日 (土)、午後 2 時~3 時30分

場所 コミュニテ 4センター

フィルム名
見なおそう /わが子のしつけ(家庭教育)

泣いた赤おに(アニメ ーション)

熱帯アジアの動物(教育映画)

む

A
Q
E
 

お

画

お

映

市政だより

民市

(9) 

時
間

e 
C 。
家
庭
教
育
講
演
会

日
時

3
月
2
日
間
、
午
後
2
時
叩

分
1
4
時
加
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演
題

家
庭
に
お
け
る
父
母
の
役
割

講
師元
県
教
育
長
竹
下
哲
先
生

※
入
場
無
料
。
多
数
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
な
お
、
同
会
場
で
午
後
0
時

却
分
よ
り
市
青
少
年
健
全
育
成
連
絡

協
議
会
の
研
究
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

育
児
と
し
つ
け
の

た
め
の
講
演
会

非
行
の
低
年
齢
化
、

自
閉
症
児
や

登
校
拒
否
児
童
の
増
加
な
ど
、
激
し

新しい16ミリフィルムが
はいりました

2月1日から貸し出しをしています。ご
利用ください。

アニメーション
泣いた赤おに(15分)
空とぷ宝箱(10分)
片耳の大シカ (25分)

市民教育

愛のある町(35分)

お母さんが走った (34分)

家庭教育

ほめて育てる (29分)

母と子のきずな (27分)
見なおそう /わが子のしつけ (29分)

高齢者教育

老けてたまるか (30分)

児童劇
とベ/ぼくの白鳥 (44分)

い
変
化
と
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
社

会
は
、
子
供
に
と
っ
で
決
し
て
好
ま

し
い
環
境
で
は
な
く
、
家
庭
教
育
も

む
ず
か
し
い
諸
問
題
が
増
大
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
育
児
と
し
つ
け
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。
多
数

ご
参
加
く、だ
さ
い
。

日
時

3
月
1
日

ω、
午
後
1
時
初

分

1
3
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演
題

将
来
く
じ
け
ぬ
子
供
存
」
育
て

る
た
め
に

講
師日
本
心
身
医
学
会
評
議
員

国
際
心
身
医
学
会
会
員

活
水
女
子
大
学
教
授

杉
田
峰
康
先
生

e
c
o
e
 

第
叩
固
防
火
少
年

剣
道
大
会

市
内
の
防
火
少
年
ク
ラ
ブ
加
盟
の

幻
団
体
、
約
7
0
0
人
が
参
加
し
て

熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

日
時

3
月
2
日
間
、
午
前
9
時

場
所

市
民
体
育
館

第5回tllJ~冒~~@ームOB)ミ3
3月1日(土)........2日(日)勤労青少年ホーム (福祉センタ-3階)

実技発表

1 日午後 6 時30分~8 時30分

きもの着付、茶会、バンド演奏

午前11時~午後4時
バザー(桜もち、パン外)

展示発表

1 日午後 2 時~8 時30分

2日 午前10時~午後4時

(内容)生花、 書道ぺン習字、

紙ねん土、写真

2日

※モデル子ども会発表会 (2月23日、午前9時、 コミュニティセンター)

アートフラワ一、
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(立石英智くん・西大村本町〉
だていしひでのり

むおお11川叩川1川川川11川川11川川11附附11川川川11川11

昭
和
引
年
度
建
設
工
事
関
係

指
名
願
を
受
け
付
け

受
付
期
間

3
月
1
日

ωl白
日
側

面

再

建

霊

未
許
可
を
有
し
、
か
っ

経
営
事
項
審
査
を
受
け
て
い
る
人

提
出
書
類

建
設
省
統

一
様
式
ほ
か

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
監
理
係

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
は

3
月
1
日
か
ら

昭
和
臼
年
度
固
定
資
産
税
の
課
税

の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間

3
月
1
日
凶
l
m
日
附

場

所

税

務
課

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

団

員

を

募

集

対
象
・
{
疋
員
小
学
校
の
新
1
年
生

(
3
人
)、
新
2
年
生

(
4
人
)、
新

3
年
生

(
3
人
)

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏

名
、
学
校
名
、
新
学
年
、
保
護
者

名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

2
月

お
日
働
ま
で
に
、

〒
蹴
乾
馬
場
町

8
3
0
、
加
島
澄
子
さ
ん
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

長
崎
高
等
臓
業
訓
練
校

訓

練

生

を

募

集

募
集
科
名

普
通
訓
練
課
程

1
機
械
科
、
構
造

物
鉄
工
科
、

電
気
工
事
科
、
自

動
車
整
備
科

専
修
訓
練
課
程

1
溶
接
科
、
木
工

科、

建
築
科
、
配
管
科
、

塗
装

科
、
縫
製
科

{
疋
員

各
科
却
人
(
機
械
科
、
木
工

科
は
別
人
)

応
菓
魯
稽

普
通
訓
練
課
程

1
高
校
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
。

専
修
訓
練
課
程

1
中
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

人
。
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
限

2
月
お
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
高
笠
寸
職
業
訓
練
校

〒

m
l印
西
彼
杵
郡
長
与
町
高

田
郷
2
0
1
8
、
合
長
崎
⑬

8

1
i
に
J
1
i

(
財
)
防
衛
弘
済
会

職

募

集

対
象

高
校
を
卒
業
(
見
込
み
存
否

む
)
し
た
人
で
、
日
歳

i
m歳
未

満
の
女
性

試
験

3
月
日
日
制
、
陸
上
自
衛
隊

大
村
駐
屯
地

申
込
方
法

履
歴
書
l
通
を
、
防
衛

弘
済
会
大
村
事
業
所
(
〒
脱
西
乾

馬
場
町
制、

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐

屯
地
内
)
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
試
験
当
日
、
健
康
診
断
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い。

申
込
期
限

2
月
お
日
制

貝

長
崎
西
高
通
信
制

生

徒

募

集

通
信
制
高
校
は
、

い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
学
習
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

学
習
が
認
定
さ
れ
る
と
、
4
年
以

上
で
長
崎
西
校
の
卒
業
と
な
り
ま
す
。

願
書
受
付

3
月
6
日
附
1
4
月
5

日
土

入
掌
案
内
請
求

・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
西
高
等
学
校
通
信
制
(
〒
館

長
崎
市
竹
の
久
保
町
ロ

1
9
、
宮

長
崎
⑪
0
7
6
0
)

ママ 福〈マ マママママママ社 マ マ 市 マ 松〈

R FZ話詰iziLi;31号iri言語「iA長男ZZEE
美 枝 へ寄 c 子 設夫 10明 5男理枝母 ツ23ミ万(協 当枝 夫 療 へ 円電吉 セ返
子( 付 10 万(万 チエ ( 円 玖 議 器三 哲子郎ン し
z 四 v 万古 5 小円武円日 3 諏マ~ 5東 島 会 医小 具 ノ ヨコ (タV
M 円 町万路部泊万訪)杭万↓郷 へ 療路 ( 郷 ピー
出郷 敬 二円口 町 町円二5出円有 . 器口 10 ・
害) 称 丁本・ ・ 丁万津 G': 具本万亡 付郷 称
千 20 略 目町 亡亡 目円一丁 父 (町円父 属
自万 ・・妻母 丁甲勝 5 ・相定 E亡

外父

232おりがとうごぎいました
ママママ マママ
北個辻琴林マ マ マ光 ママ マ大 社 ママ マ社 マ鎮万坂万野 20
塁 壁富田 山 嘆大布 管 と斗東 季 委 |デ 村会 本塁護大 会 団埜西 4本円崎万
阿 川、園(坦云村 40，可緑 彼化員 ・フ 子情 経女:JA村福 || E 字 O一 日円
事 庖 1松厚 11 商枚場の 荘園会ひ ・供 益 支主[ffi 延 5寺院 1義 出
門並院ク工 仁)園 町 11 11 とパの 協 景釆 3青 協 万立生 o~ 男

? 1千ElI主 目富 安思台突づ実雲面白高差雲円白雲円露 案
キ タ組ケ|マ所 老寮会 l円村ド へ 11 11 業 へ 心 11 口 三
3 ブ|キス 青 人へ 11 組公 ・預 105 者 会 3 本城
箱 l キ 10慰年会 も 演シ 託 万万連 寒万町町
ツ 箱間部 11 ち 実ア 円円絡 修円
30 光雑 3 行タ 協行 1 10 

※3月の大村ボート (7 日~ 12日、 2 0 日~ 23 日 ・ オール女子レース戦、 27日~30日)
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